
表紙紹介

クイズに挑戦

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に

ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の

参考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q
　農業経営収入保険はインターネットから各種
申請を行うことができ、利用すると保険料等の
◯◯を受けることができます。 答え：○○

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.25（夏号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・

年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和7年2月28日（金）（当日消印有効）

〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合

「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／
のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kouhou@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

No.21（夏号）の解答 「10」a

お問合わせ先

本　　所

備前支所

備北支所

美作支所

☎086-（230）5542

☎086-（277）5511

☎0866-（83）2600

☎0866-（92）1771

☎0866-（83）2600

☎0866-（21）0350

☎0868-（54）5061

共済掛金等の口座振替を
お願いしています

　現金納入でのお支払忘れ等を未然に防止するため、

掛金等の納入には口座振替をお願いしています。

　現在口座振替をしていない方、登録済み口座や名義の

変更をご希望の方は「口座振替依頼書」を金融機関、
もしくはお近くのＮＯＳＡＩまでご提出ください。

※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

ふなおワイナリー有限会社　代表取締役　岩瀬 吉晴さん（69）

　岡山県はマスカット・オブ・アレキサンドリア（以下、マスカット）全国生産量の９割

以上を占め、なかでも倉敷市船穂町は県内有数の産地として知られています。

　同町の「ふなおワイナリー有限会社」は、豊かな自然に囲まれた、森の中のワイ

ナリーです。代表商品のマスカットワインを始めとして、同市町産ブドウを使った

様々なワインを製造。果物本来のおいしさが詰まった、素材を生かしたワイン

造りに取り組んでいます。

　同社はワイン製造を通して、知名度上昇で同町のマスカットブランドを守る

ことや、同市町産ブドウのPRに努めています。ワイン以外にも、ジュースやシロップ

などの加工品、ブドウを使用したスイーツなども販売しています。代表取締役の

岩瀬さんは「1年を通してお客様に楽しんでもらえるよう、新たな

商品開発やイベントを企画しています」と、同市町産ブドウのさら

なる普及のために力を注いでいます。

正解者の中から抽選で

5名様に

いわ せ　 よし はる

備南支所
（令和7年1月27日から）

倉敷支所
（令和7年1月24日まで）

井笠支所
（令和7年1月24日まで）

ふなおワイナリー有限会社の

「マスカット・オブ・アレキサンドリア

ワイン2本セット」

をプレゼント

ふなおワイナリー有限会社の

「マスカット・オブ・アレキサンドリア

ワイン2本セット」

をプレゼント

ふなおワイナリー有限会社の

「マスカット・オブ・アレキサンドリア

ワイン2本セット」

※詳細はふなおワイナリーのホームページ（https://www.funaowinery.com/）をご確認ください。

●375㎖×2本（やや甘口/やや辛口）
※アルコールを含む商品のため、
　応募は20歳以上の方に限ります。
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新年号

令
和
7
年
1
月
に

新
事
務
所
が
開
所
し
ま
す
！

令
和
7
年
1
月
に

新
事
務
所
が
開
所
し
ま
す
！

P3

青
色
申
告
で
備
え
の
種
を
ま
こ
う

青
色
申
告
で
備
え
の
種
を
ま
こ
う

農
業
経
営
収
入
保
険
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
業
経
営
収
入
保
険
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

P4～5

任
期
満
了
に
伴
う

総
代
選
挙
に
つ
い
て
（
通
知
）

任
期
満
了
に
伴
う

総
代
選
挙
に
つ
い
て
（
通
知
）
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◆ 

組
合
長
理
事

佐
藤
　
俊
和

◆ 

副
組
合
長
理
事

太
田
　
　
昇

◆ 

理　

事

石
井
　
　
博

岸
本
　
　
博

岩
崎
　
二
郎

坂
手
　
修
一

友
實
　
武
則

岩
田
　
英
明

定
井
東
洋
夫

野
瀬
　
伴
明

磯
田
　
高
行

枡
谷
　
和
明

井
汲
　
誠
作

北
山
　
政
士

福
田
　
慶
三

近
藤
　
隆
則

◆ 

代
表
監
事

中
村
　
　
進

◆ 

監　

事

佐
藤
　
文
友

鳥
越
　
貞
成

他
職
員
一
同

組合長理事

佐藤  俊和

新
年
の
ご
挨
拶

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
、
農
業
共
済

組
合
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８
月
に
非
常
に

強
い
勢
力
の
台
風

１０
号
が
発
生
し
、
九
州
を
中
心
に
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
台
風
か
ら
離
れ
た
関
東
で
も
大
雨
が

続
き
、
日
本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
石
川
県
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
ま

し
た
。
１
月
の
地
震
被
害
か
ら
の
復
興
が
進
む
中
、
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
二
重

被
災
が
起
き
た
こ
と
は
、
心
痛
察
す
る
に
余
り
あ
る
状
況

で
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
岡
山
県
の
被
害
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
建
物

共
済
で
は
雹
害
に
よ
る
被
害
が
５６
棟
、
落
雷
に
よ
る
被
害

が
５１
棟
、
そ
の
他
積
雪
や
強
風
、
火
災
な
ど
を
含
め
て

合
計
１
８
３
棟
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
園
芸
施
設

共
済
で
は
、
雹
害
に
よ
る
被
害
が

２１
棟
、
そ
の
他
鳥
獣

害
や
風
害
な
ど
を
含
め
て
合
計

４６
棟
に
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
建
物
の
波
板
屋
根
や
園
芸
施
設
の
ビ
ニ
ー
ル

破
損
な
ど
、
４
月
の
降
雹
に
よ
る
被
害
が
目
立
つ
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

水
稲
共
済
で
は
、
山
間
部
の
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
獣
害

被
害
が
、
例
年
に
引
き
続
き
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向
け
、

迅
速
か
つ
的
確
な
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
損
害

評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
関
係
者
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、
令
和
５
年
度
末
時
点
で
県
内
の

１
７
０
８
件
の
方
に
ご
契
約
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
契
約
分
で
は
、
令
和
６
年
９
月
末
時
点
で
約
３
億

６
６
４
９
万
円
の
保
険
金
等
を
お
支
払
い
し
、
要
因
と

し
て
は
、
風
水
害
や
高
温
な
ど
の
気
象
災
害
、
価
格
低
下

に
よ
る
減
収
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

無
事
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
補
償
を
提
供
で
き
て
い
る
と
実
感
す
る
と

と
も
に
、
県
内
全
て
の
農
業
者
に
よ
り
一
層
の
安
心
を

お
届
け
す
る
た
め
、
引
き
続
き
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
と

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
共
済
事
業
及
び
収
入
保
険
を
担
う

組
織
と
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産

体
制
の
構
築
に
向
け
て
加
入
推
進
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
７
年
が
皆
様
に
と
っ
て
災
害
が
無
く
、

実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

　

令
和
７
年
１
月
27
日
（
月
）
に
、
倉
敷
支
所
・
井
笠

支
所
・
備
中
家
畜
診
療
所
が
統
合
し
、
新
た
に

「
備
南
支
所
・
備
中
家
畜
診
療
所
」
が
開
所

さ
れ
ま
す
。

　

該
当
区
域
に
お
住
ま
い
の
組
合
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

診
療
所
管
轄
地
域
は
支
所
管
轄
地
域
と
一
部
異
な
り
ま
す
。

〒714-1211 小田郡矢掛町東三成614-2

倉敷市、笠岡市、井原市、総社市、

浅口市、早島町、里庄町、矢掛町

備南支所

TEL 0866-83-2600 ／ FAX 0866-83-2650

支所管轄地域

診療所管轄地域 倉敷市、笠岡市、井原市、総社市の一部、

浅口市、早島町、里庄町、矢掛町

備中家畜診療所

TEL 0866-84-1400 ／ FAX 0866-84-1401

備南支所
備中家畜診療所

※写真は建設中のものです。〈令和6年11月12日時点〉

ひがしみなり
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保険金・特約補てん金
の請求および支払い

令和9年令和7年

確定申告後（3月～6月）

保険期間

令和8年

1月～12月

保険料等の納付

加入申請

12月末まで

「所得税の青色申告
承認申請書」
を税務署に提出

3月15日まで

令和８年に青色申告１年分のみで新規加入する「個人の方」のスケジュール

青
色
申
告
は
意
外
と
カ
ン
タ
ン

青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は

　

何
と
な
く
青
色
申
告
に
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

青
色
申
告
の
な
か
で
も
「
簡
易
簿
記
」
の
記
帳
方
法
で

あ
れ
ば
、
実
は
記
帳
す
る
内
容
や
帳
簿
、
書
類
の
保
存
は

白
色
申
告
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
の
方
が
令
和
７
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、
令
和
７
年
３
月
15
日
ま
で
に
所
管
の
税
務
署
に

「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
承
認
申
請
書
の
様
式
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

　
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る
方
は
、
令
和

８
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
下
図
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
で
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
青
色
申
告
の
実
績
が
1
年
分
あ
れ
ば

農
業
経
営
収
入
保
険
に
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を
始
め
て
、
農
業
経
営
収
入
保
険

に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

青色申告で備えの種をまこうインターネット申請をご利用ください！

白色申告 青色申告

届出の必要

特 別 控 除

帳 簿

決算書作成

専 従 者

赤字の繰越

な　し

な　し

簡易簿記

収支内訳書

な　し

配偶者は86万円まで

それ以外は50万円まで

あ　り

貸借対照表・損益計算書

あ　り

10万円

簡易簿記

65万円

複式簿記

全て記入

妥当であれば金額の制限なし

一定以上は源泉徴収が必要

専従者の届出が必要

農業経営収入保険の

　農業経営収入保険はインターネットから各種

申請を行うことができ、利用すると保険料等の

割引※を受けることができます。

上記の手続きでご不明な点がありましたら、NOSAI職員がサポートします！

お気軽にNOSAI各支所までお問い合わせください。

　保険期間に作付している作物について、自然災害や価格低下等により農業収入金額の

減少が見込まれる場合には、１ヶ月以内にNOSAI各支所までご連絡ください。

※割引を受けるためには加入申請（保険期間の開始前）までに利用手続きが必要です。

新規加入　4,500円

継続加入　2,200円

の割引

農業者の皆様にしていただくインターネット申請利用の手続き

収入保険ご加入の皆さまへ収入保険ご加入の皆さまへ

必要な手続きは２つだけ！

❶ gBizIDを作成
GビズID公式ホームページ

https://gbiz-id.go.jp/top/

❷ eMAFFにログイン
  （eMAFF IDの取得）

農林水産省共通申請サービス：ポータル

https://e.maff.go.jp/

農業収入金額が減少する事故が発生した場合

　作付する農産物の種類や面積などに変更がある場合は、１ヶ月以内にNOSAI各支所

までご連絡ください。基準収入金額や保険料等を再算定いたします。

保険期間の営農計画に変更が生じた場合

所得税の青色申告承認申請書

一部未記入
でも可

45



園
芸
施
設
共
済

家
畜
共
済

　

雪
害
は
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
大
き
な
損
害
に
繋
が
る
た
め
、
農
業
へ
の
影
響
が
甚
大

で
す
。
も
し
も
の
事
態
に
備
え
て
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
７
年
産
水
稲
共
済
の
加
入
申
込
が
２
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
や
獣
害
に
備
え
て
水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

農
家
ご
と
の
減
収
量
が
、
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
１
〜
３
割
を
超
え
た

と
き
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
産
ぶ
ど
う
・
も
も
短
縮
方
式
お
よ
び
令
和
８
年
産
ぶ
ど
う
一
般

方
式
・
災
害
収
入
共
済
方
式
の
加
入
申
込
が
１
月
10
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
11
月
、
製
造
さ
れ
た
牛
乳
か
ら
抗
菌
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
商
品
回
収

と
な
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
休
薬
期
間
が
守
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
の
不
適
切
な
使

用
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
記
録
の
徹
底
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

搾
乳
牛
に
動
物
用
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
獣
医
師
の
指
示
書
に
従
っ
て

用
法
・
用
量
・
休
薬
期
間
を
遵
守
し
、
残
留
確
認
検
査
を
受
け
て
か
ら
出
荷
再
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

投
薬
か
ら
出
荷
再
開
ま
で
「
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に
記
録
し
ま

し
ょ
う
。
記
録
す
る
こ
と
で
、
生
乳
に
薬
品
が
残
留
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
適
切
な

使
用
を
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
ま
す
。

近年の大雪による共済金は、県北を中心に

のお支払いをしました。

2,568万円令和4年度 57棟

102万円令和5年度 2棟

最終投薬日、使用薬剤

休薬期間、確認検査合格日

出荷再開日　等

必要な記録内容

水
稲
共
済

果
樹
共
済

選
択
で
き
る
加
入
方
式

　

農
林
水
産
省
が
策
定
し
て
い
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
１
月
１
日
以
降
の
各
共
済
加
入

申
込
の
際
に
、
環
境
負
荷
低
減
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
関
す
る
詳
細
は
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

環
境
負
荷
低
減
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
に
つ
い
て

●
全
相
殺
方
式

現
地
調
査
を
行
い
、
圃
場
ご
と
の
減
収
量
の
合
計
が
、
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫

量
の
合
計
の
２
〜
４
割
を
超
え
た
と
き
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
半
相
殺
方
式

国
が
公
表
す
る
市
町
村
ご
と
の
統
計
単
収
を
用
い
て
基
準
収
穫
量
を
決
定
し
、

統
計
単
収
に
よ
る
農
家
ご
と
の
収
穫
量
が
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
１
〜
３

割
よ
り
減
収
し
た
と
き
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
よ
り
２
月
１
日
ま
で
に
加
入
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
よ
り
各
共
済
の

加
入
申
込
書
を
送
付
す
る
際
に
、
環
境
負
荷
低
減
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
同
封
し
ま
す
。

（
1
年
に
1
回
ご
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）

●
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

Ｊ
Ａ
や
業
者
等
に
水
稲
の
乾
燥
調
整
作
業
を
依
頼
し
、
収
穫
量

が
把
握
で
き
る
方
、
確
定
申
告
書
で
収
穫
量
が
把
握
で
き
る

方
が
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
凍
霜
害
等
の
自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
が
対
象
で
す
。

補
償
対
象
事
故

近
年
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
自
然
災
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
備
え
の
た
め
、
収
入
保
険
ま
た
は
果
樹
共
済

へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

環境負荷低減のチェックシート

生乳生産管理チェックシート
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消毒で子牛の下痢を予防しましょう

　寒い季節になりました。子牛の下痢症にお困りではないでしょうか？

　子牛における下痢症の原因は、約6割がロタウイルスとクリプトスポリジウム

です。感染症を予防する方法は、消毒です。特に哺乳子牛は下痢が発症しやすく

重篤化もしやすいので、哺乳牛舎を消毒しましょう。

　消毒時のポイントは、すべての子牛を牛舎から移動させてから消毒をすること

です。子牛がいる状態では、下痢している子牛がいればすぐに病原体で汚染されて

しまいます。次のポイントとして清掃と水洗後、乾燥させてから消毒しましょう。

消毒薬は糞便等があると効果が低下します。高圧の洗浄機を用いて水洗すると

効果的です。また、消毒薬は低温で使用すると消毒効果が落ちることから、冬場は

20～40度程度の水で希釈し、希釈濃度を用法用量の範囲内で一番濃くして使い

ましょう。

　一般的な消毒薬が効きにくいため、ロタウイルスには塩素系もしくはヨード系

消毒薬が有効です。また、クリプトスポリジウムは消石灰液とオルソ剤を混ぜて

使用すると効果があります。また、石灰

乳塗布も消毒効果とともに物理的な

封じこめ効果があり有効です。消毒作業

は大変ですが、きちんと消毒をすれば

高い効果が得られます。ぜひ、実践して

みてください。

家畜診療所だより

備中家畜診療所　所長　水戸康明

POINT 1 子牛を移動（オールアウト）してから消毒をしましょう

POINT 2 清掃・水洗・乾燥してから消毒をしましょう

POINT 3 農場に浸潤している病原体に効果の高い消毒薬を選びましょう

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

行

高

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は
「
新
」ま
た
は
「
心
」で
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
い
く
つ
か
を
、

「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
25
号
（
夏
号
）
」で
お
名
前
と
ご
住
所
（
市
区
町
村
ま
で
）
を
あ
わ
せ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。 「

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
21（
夏
号
）
」で
は
、
多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う

農
道
を　

乗
り
回
し
て
る　

高
級
車

物
価
高　

つ
い
値
引
き
場
に　

足
が
む
く

父
母
逝
き
て　

姉
妹
で
初
の　

高
野
山

見
習
お
う　

蟻
の
行
列　

冬
支
度

目
に
付
く
よ　

半
額
シ
ー
ル　

物
価
高

わ
が
血
圧　

株
価
と
同
じ　

乱
高
下

自
作
米　

高
値
に
な
っ
て
も　

困
ら
な
い

行
先
は　

畑
と
決
ま
る　

今
日
の
予
定

カ
マ
キ
リ
は　

百
舌
高
啼
き
に　

金
縛
り

お
そ
か
り
し　

孝
行
し
ょ
う
に
も　

親
は
無
し

高
齢
で　

持
病
も
あ
る
が　

夢
も
あ
る

佳
作
で
も　

鼻
高
々
の　

五
・
七
・
五

物
価
高　

気
温
の
高
さ
に　

身
は
細
る

何
事
も　

行
と
思
え
ば　

我
慢
で
き

稲
刈
り
の　

エ
ン
ジ
ン
高
く　

鳴
り
ひ
び
く

高
イ
ビ
キ　

野
の
イ
ノ
シ
シ
も　

呆
れ
顔

減
産
に　

し
た
か
ら
米
が　

高
く
な
り

孫
達
の　

運
動
会
見
に　

行
く
日
待
つ

高
齢
者　

シ
ニ
ア
カ
ー
で　

何
処
行
く
の

テ
レ
ビ
見
て　

タ
イ
ト
ル
読
む
間　

次
の
行

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　

栗　

原　

由　

美 

さ
ん

岡
山
市
南
区　

吉　

見　

純　

子 

さ
ん

岡
山
市
東
区　

藤　

田　

映　

子 

さ
ん

瀬
戸
内
市　
　

服　

部　

敬　

一 

さ
ん

備
前
市　
　
　

近　

藤　

佳　

加 
さ
ん

赤
磐
市　
　
　

岡　

﨑　

孝　

江 

さ
ん

　

倉
敷
市　
　
　

加　

藤　

紀
久
恵 

さ
ん

総
社
市 

小　

山　

美
津
子 

さ
ん

井
原
市 

塩　

飽　

正　

紀 

さ
ん

井
原
市　
　
　

窪　

木　
　

渉　

 

さ
ん

浅
口
市　
　
　

中　

務　

幸　

子 

さ
ん

新
見
市 

藤　

井　

峯　

子 

さ
ん

真
庭
市 

大　

原　

良　

治 

さ
ん

真
庭
市 

石　

原　

敏　

彦 

さ
ん

鏡
野
町 

田　

中　

多　

惠 

さ
ん

津
山
市 

初　

川　

宜　

子 

さ
ん

津
山
市 

高　

津　
　

格　

 

さ
ん

美
作
市 

下　

山　

真
佐
美 

さ
ん

美
作
市 

新　

海　

孝　

代 

さ
ん

勝
央
町 

田　

渕　
　

毅　

 

さ
ん

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に
つ
い
て
（
通
知
）

　

令
和
７
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
、
岡
山
県
農
業
共
済
組
合
の
総
代
が
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
総
代
の
改
選
に
あ
た
り
、
左
記
の
と
お
り
選
挙

を
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

総
代
へ
の
立
候
補
、
ま
た
は
候
補
者
の
推
薦
は
、
組
合
員
に
限
り
ま
す
。

　

総
代
に
立
候
補
、
ま
た
は
候
補
者
を
推
薦
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
選
挙
期
日
の

公
告
の
あ
っ
た
日
か
ら
選
挙
期
日
の
10

日
前
ま
で
の
間
に
、
そ
の
旨
を
書
面
を

も
っ
て
当
組
合
に
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
立
候
補
ま
た
は
被
推
薦
者
の
数
が
、
選
挙
区
ご
と
の
総
代
定
数
以
内
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
投
票
は
実
施   

　

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
投
票
が
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
組
合
員
に
対
し
別
途
入
場
券
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
投
票
時
間
】

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
投
票
所
】

　

岡
山
県
農
業
共
済
組
合　

各
支
所

【
選
挙
す
る
総
代
数
】

　

備
前
第
１（
11
名
）　

備
前
第
２（
11
名
）　

備
前
第
３（
10
名
）　

備
前
第
４（
10
名
）

　

備
南
第
１（
11
名
）　

備
南
第
２（
7
名
）　

備
南
第
３（
9
名
）

　

備
北
第
１（
8
名
）　

備
北
第
２（
6
名
）

　

美
作
第
１（
11
名
）　

美
作
第
２（
11
名
）　

美
作
第
３（
10
名
）　

美
作
第
４（
13
名
）

令
和
７
年
３
月
16
日
（
日
）

選
挙
期
日

◆
総
代
へ
の
立
候
補
ま
た
は
推
薦
に
つ
い
て

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は  

お
近
く
の
N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で

ぎ
ょ
う

ポイントをふまえて消毒した牛舎

＜消毒時のポイント＞
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同
直
売
所
で
は
、
顧
客
の
需
要
が
高
い

一
方
で
、
数
量
や
種
類
が
不
足
し
て

い
る
も
の
を
販
売
管
理
ア
プ
リ
で
把
握
し
、

出
荷
農
家
へ
生
産
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
は
担
当
者
が

１
３
０
名
ほ
ど
の
出
荷
農
家
と
面
談
し
、

直
接
相
談
し
な
が
ら
生
産
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。

　

顧
客
と
農
家
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も

よ
い
農
産
物
で
あ
ふ
れ
る
直
売
所
を
、

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

山
陽
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
５
分
、

岡
山
市
と
の
市
境
の
近
く
に
店
舗
を

構
え
る
直
売
所
「
稚
媛
の
里
」
で
は
、

主
に
赤
磐
市
内
の
農
家
が
生
産
し
た
野
菜

や
果
物
、
米
、
苗
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
取
締
役
の
安
井 

正
さ
ん
は

「
『
い
い
も
の
を
い
い
値
段
で
』
が
コ
ン

セ
プ
ト
」
と
話
し
ま
す
。
「
い
い
も
の
」

と
は
、
出
荷
し
た
農
家
の
都
合
で
は
な
く
、

顧
客
に
と
っ
て
良
い
も
の
。「
い
い
値
段
」

と
は
、
顧
客
が
納
得
で
き
、
農
家
に

と
っ
て
も
再
生
産
・
継
続
性
の
あ
る

値
段
を
意
味
し
ま
す
。

稚
媛
の
里

住　

所　

赤
磐
市
馬
屋
５
６
１
‐
１

電　

話　

０
８
６
‐
２
２
９
‐
１
１
０
１

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
休
日　

年
末
年
始

わ
か 

ひ
め

や
す 

 

い  

た
だ
し

▲「お客様から改善のテーマをいただけます」と安井さん

▲ももやブドウ、ナシなど贈答品が人気
　売り上げのおよそ半分が地方発送です

今号では「備前支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP

▲同直売所は軒先での米の販売から始まりました
　顧客のために野菜などの取り扱いを始め、後に現在の場所に店舗を構えました

稚
媛
の
里

わ
か  
ひ
め

赤
磐
市

備前支所備前支所

江
原
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
に
あ
た
り

重
視
し
て
い
る
の
は
、
成
功
談
だ
け
で
な
く
、
悪
い
面
も

含
め
た
リ
ア
ル
な
実
情
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

新
し
い
こ
と
を
勧
め
る
際
に
は
、
ま
ず
自
分
が
試
し
て
み
て
、

本
当
に
利
益
が
出
る
の
か
、
現
実
的
に
需
要
が
あ
る
の
か
を

確
認
し
て
か
ら
勧
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
収
入
保
険
加
入
で
リ
ス
ク
回
避

　

儲
け
ら
れ
る
農
業
を
目
指
し
挑
戦
を
重
ね
る
中
、
コ
ロ
ナ

禍
の
急
激
な
価
格
の
下
落
や
、
近
年
の
異
常
気
象
か
ら
、

今
後
の
経
営
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
江
原
さ
ん
。
自
身
の

経
営
を
守
る
た
め
、
対
策
と
し
て
収
入
保
険
に
加
入
し
ま

し
た
。
収
入
保
険
は
、
既
存
の
農
業
共
済
制
度
で
補
償
で
き

な
い
作
物
も
対
象
と
な
り
、
市
場
価
格
の
下
落
な
ど
自
然

災
害
以
外
が
原
因
の
減
収
に
も
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。
「
昨
年
は
被
害
が
ひ
ど
く

困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
保
険
金

が
下
り
た
こ
と
で
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
幅
広
い
補
償
に
非
常
に

満
足
し
て
い
ま
す
」
と
評
価
し
ま
す
。

「
農
業
は
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
の
だ
か
ら
現
状
維
持
は
ダ
メ
。

攻
め
て
い
か
な
い
と
」
と
江
原
さ
ん
。

挑
戦
し
続
け
る
た
め
に
も
保
険
は

必
要
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
U
タ
ー
ン
で
就
農

　

16

年
前
大
阪
で
美
容
師
を
し
て
い
た
江
原
一
夫
さ
ん
。

「
自
分
で
作
っ
た
作
物
を
食
べ
た
い
。
自
分
で
お
い
し
い
も
の

を
作
り
た
い
」
と
思
い
、
故
郷
の
美
咲
町
で
兼
業
農
家
と
し
て

農
業
を
始
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
シ
ョ
ウ
ガ
1
ａ
だ
け

だ
っ
た
作
物
も
、
今
で
は
シ
ョ
ウ
ガ
12
ａ
、
水
稲
2
3
1
ａ
、

黒
大
豆
2
2
3
ａ
、
小
麦
3
8
2
ａ
、
ネ
ギ
7
ａ
と
、
様
々
な

種
類
の
作
物
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
趣
味

程
度
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
就
農
者
や
地
域
の
人
と

関
わ
る
う
ち
に
、
「
農
業
で
儲
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
儲
け
が
出
る
農
業
を
目
指
し
て

　

高
い
収
益
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
と
考
え
た
の
が
、
シ
ョ
ウ
ガ

の
産
地
化
に
よ
り
、
販
売
単
価

を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
「
個
人
で

す
れ
ば
た
だ
の
野
菜
、
み
ん
な

で
や
れ
ば
産
地
化
で
き
る
」
と

江
原
さ
ん
。
美
咲
町
で
品
質
の

高
い
シ
ョ
ウ
ガ
を
栽
培
す
る
農

家
を
増
や
す
た
め
、
江
原
さ
ん

は
農
家
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
就
農
歴
の
浅
い
農
家
は
ベ
テ
ラ
ン
農
家
か
ら
農
機

具
を
借
り
、
栽
培
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ベ
テ
ラ
ン
農
家
は
若
手
の
育
成
に
努
め
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン

同
士
で
定
期
的
に
集
ま
り
、
よ
り
品
質
が
高
く
、
安
定
し
て

収
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

「挑戦すれば失敗しても経験が残り、それが成功につながる。これからも挑戦を続ける」と江原さん▶

頑張ってます！頑張ってます！

↑「次は新しくカボチャの栽培に挑戦したい」と

　カボチャのポットを揃え、準備を進めています

↑手作業のみで行うショウガの収穫作業は重労働です

久米郡美咲町でショウガをはじめとする多品目の栽培に

取り組む江原 一夫さんを紹介します。
え ばら かずお

農
家
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
収
益
向
上
の

た
め
に
挑
戦
を
続
け
る
江
原
さ
ん
。
産
地
化
に
向
け
て
、こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

1011


